
鍵霧震鑿蓄

’

小田原を本拠とし､全盛期には伊豆､相模､武蔵を領国とし､さらに下総から北関東までを席巻した北条氏。
江

その広大な領域を､どのように支配していたのだろうか。 ：≦

関東に根を張った北条氏の領国支配のｼｽﾃﾑを探りながら､最前線の国々にあった城跡を巡ってみた。
文/高橋盛男搬影鶴田孝介
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関東に広がる

北条氏の支配地
金沼田城、

四代氏政から五代氏直のこ

ろにかけて、北条氏の勢力催

最大になる動地図で見ると、

ほほ間寮一円を手にしている

ことが･分､かる

曇厩橋城

凸逆井城
曇忍城

過鉢形城

赴河越城

曇八王子城 凸江戸城

蕊蕊豊謹
~

蕊蕊

北
条
氏
は
、
二
代
氏
綱
の
時
代
に
地

域
分
権
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

宗
瑞
の
時
代
に
は
伊
豆
・
相
模
の
２
国

だ
っ
た
領
国
が
、
氏
綱
の

晩
年
に
は
武
蔵
（
主
に
現
東

京
都
・
埼
玉
県
）
半
国
、
駿

城
一
三
『

河
（
静
岡
県
）
半
国
、
下
総

万曇
（
千
葉
県
）
の
一
部
ま
で
広

が
っ
た
。
氏
綱
は
、
こ
の
領

城
国
内
の
地
域
ご
と
に
支
配

籠
城曇
調
の
拠
点
と
な
る
城
を
取
り

凸
蝕
城

立
て
、
軍
団
を
配
置
し
た
。

城
ｒ
Ｉ
Ｉ
井

原
新
こ
う
し
た
城
を
、
小
田
原

田

、
本
城
に
対
し
て
「
支
城
」
と

４
城
城

凸
中
山

呼
ん
で
い
た
。
城
主
や
城

山
韮

邑
・
量

代
に
は
、
そ
の
地
の
軍
事

を
担
当
さ
せ
る
と
と
も
に

行
政
も
任
せ
て
、
領
国
内

北
条
氏
の
地
域
分
権
シ
ス
テ
ム

ロ

■

ご

ｒ

幸

口
口
ロ
ー
一
》

Ｆ

』

｜・《一一

一

一

日

宇

一

口

一

・

二
』二一》一王』一

ログ

一
ロ
ロ
ー
ー
ヨ

〆

画

》
》
一
司
二

一

ロ

・

全

争

《

一

一

》

覗

辛

一

一四一

も』へ一

△〈

一

二

一

・

四

“

□

も

一

串

》
琴
眠
坐
斗
『
一
》
一
一
舎
雫
、
↑
望
．
恥
乏
一
》

．
］

、
｝

鍋

一
”
■
↑
。
》

垢
●
早
函
室
．
・
・
ロ
△
・
一
寺
一
一
“
マ
ジ
許
、

｜
ロ
－
．

・

一

画

手

一

言
一
《
壹
一
ゞ
垂
一
一
霧
”
‐
一
一
一
峰
一
一
ゞ
｝
一
一
“
琴

壼

も

塞
一
一
唾
↑

一
幸

》

す

。

一

一一、
壱L.”

一・

酉

ｸﾏ訂一二
戸口

理一一一一

－，＝

の
地
域
分
権
化
と
も
い
え
る
領
国
支
配

体
制
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
支
城
制
と
い
っ
て
い
る
。

支
城
の
担
当
地
区
分
け
が
、
「
他
の
大

名
と
比
べ
る
と
、
北
条
氏
の
場
合
は
実

に
き
れ
い
に
区
切
ら
れ
て
い
た
」
と
駿
河

台
大
学
の
黒
田
教
授
は
言
う
。
こ
の
村

は
何
領
だ
と
す
ぐ
に
分
か
る
く
ら
い
明

確
な
線
引
き
が
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
当

時
、
多
く
の
場
合
、
境
界
分
け
は
明
瞭
で

な
い
も
の
が
多
く
、
そ
れ
が
領
地
争
い

の
原
因
と
な
り
、
家
臣
同
士
が
争
う
内

紛
に
発
展
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
の
だ
。

こ
の
地
域
分
権
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
た
こ
と
で
、
最
盛
期
に
は
関
東
一
円

に
広
が
る
北
条
軍
団
の
団
結
の
礎
と
も

な
り
、
ひ
い
て
は
大
名
と
家
臣
と
の
固

い
絆
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

沁

一
書
塞
一

●．

一

一

・

一

一

や

影

．
、

篭
一
ず
『

．

一

塞

雲

《
宅
一一
一
甲

’
一
〉
Ｆ浄

今

琴

ー

沼田は北関東の要衝で、戦国時代後期には、上杉氏、武田氏、

北条氏、真田氏らの争奪戦の的となった ．

県庁庁舎を囲むように残されている厩橋城の土塁暑江戸時代､利根

川の氾濫で城は壊れたが､蟇末に再建された
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長尾景春（ながおかげはる）

1443-1514室町時代の武将。孫四郎。四郎右衛門・右衛門尉（長林寺本『長尾系図』では

左衛門尉） ・伊玄斎と号す。法号は大雄伊玄。白井長尾景信を父とし、越後府中長尾頼景の娘を

母として嘉吉3年(1443)出生。

祖父景仲・父景信は、山内上杉家の家宰として活躍したび、文明5年(1473) 6月景信が病

死すると、山内上杉顕定は、総社長尾忠景（景信の弟）を家宰とした。

景春は、 これを不満として、鎌倉から上野国白井城（群馬県北群馬郡子持村）に退いて伊玄入

道と改名。文明8年6月、景春は武蔵国鉢形城（埼玉県大里郡寄居町）に拠り、古河公方足利成

氏と通じて、上杉顕定に叛いた（長尾景春の乱)。

文明9年正月、景春は、武蔵国五十子（いかっこ、埼玉県本庄市）の上杉顕定・扇谷上杉定正

の陣を攻撃し、顕定らは那波（群馬県伊勢崎市堀口町）へ敗走した。景春方に参加したのは、祖

父景仲以来長尾氏に培われた西上野の在地領主（国人層）であり、長野為兼（｢当国中一摸の旗

本長野左衛門尉為兼」 （『松陰私語』五)）を中心に景春被官の武士宝相寺･吉里など、これに武蔵

相模の武士たちを合わせて2， 3千人に及んだ。 戦場は、武蔵国から上野国に移り、山内上扇

谷両上杉は協力して景春と戦った。扇谷上杉氏の家宰大田道灌は江戸城にいて、武蔵・相模の景

春党を討ち、同年4月平塚（東京都北区）の豊島泰明を攻略、つづいて石神井城も落とし豊島氏

を没落させた。

同年7月この状況の中で足利成氏が景舂支援のため上野の滝（群馬県高崎市上滝町）へ出陣。

上杉方は、白井城へ退いた。同年12月成氏軍が北上し、上杉方も白井城を出て広馬場（北群馬

郡榛東村）で対陣中、俄に大雪が降り合戦が中止された。 この直後に、足利成氏と上杉顕定・同

定正の間に和議が成立した。

和議成立後も武蔵国において両派の小競合が続き文明10年7月、太田道灌が鉢形城の景春を

急雲して落城させた。管領上杉顕定を鉢形城に迎えて相模・武蔵・上野より成氏・景春の勢力を

一掃した。

乱後、両上杉の対立は深まり、文明18年太田道灌が暗殺され、両上杉の間で戦となった。景

春は、扇谷上杉定正方について山内上杉顕定と戦った。両上杉の戦は20年に及び、永正2年

(1505）和睦した。

永正4年越後国に内乱が起り、守護代長尾為景討伐のため上杉顕定が出陣すると、景春は為景

と呼応して永正7年顕定の養子憲房を破り白井城を回復した。顕定より和議が出されたが承知せ

ず、反山内を貫いた。

永正11年8月24日、 72歳で没した。死去の場所は不明であるが、凍峰院殿大雄伊玄庵主が

法名であり、空惠寺（北群馬郡子持村上自井）の長尾家累代墓地に墓石がある。 （唐沢定市） （『国

史大辞典』）



』

鉢形城（はちがたじよう）

埼玉県大里郡寄居町大字鉢形字城にあった城。荒川と深沢川の合流地点の河岸段丘上に

位置する。複郭式平城。平安時代末期に平将門が砦を築いたとか、畠山重忠か城を築いた

とか伝えるが未詳。室町時代の文明8年（1476)、長尾景春が当城に居城して山内上杉顕定

に背き､ついで扇谷上杉定正の重臣太田道灌が同10年7月に景春を当城に攻めたことが『大

田道灌状」にみえ、すでに城郭としてかなり整備されていたことがわかる。

景舂にかわって上杉顕定の居城となり、上野方面や秩父口の押えとして重要な城となっ

た。長享2年(1488) 9月には万里集九が当城を訪れている （『梅花無尽蔵｣)。

山内上杉顕定と扇谷上杉定正の対立の続くなか、永正9年（1512)、相模より北上する北

条早雲と結んだ長尾景長に攻められたが、山内上杉憲房が城を奪回し、重臣藤田康邦が居

城した。康邦は新興勢力の小田原北条氏に対抗して鉢形城を守ったが、天文15年（1546）

の河越城（埼玉県川越市）の戦で上杉方が敗北し、北条氏康が武蔵国西北部に勢力を伸長

すると、藤田康邦も氏康に下って臣下となった。永禄初年、康邦の娘と氏康の四男乙千代

丸（氏邦）が婚姻し、乙千代丸が藤田氏を継いで鉢形城に入り、城を大修築して北条氏康

の武蔵北部の一大拠点となった。

乙千代丸は永禄4年(1561)から鉢形城領支配を始め､同年7月6日には「蒻邦据福（きゅ

うほうしようふく）」 と印文を刻印した自己の朱印状を発給し、兄北条氏照の滝山城（東京

都八王子市）領と同様に、本城からある程度独立した支城支配を確立した。氏邦の発給文

書は現在240通余りが知られ、鉢形城を中心に上野方面にまで分布している。

永禄4年に上杉謙信、同12年に武田信玄の来攻を受けたが落城しなかった。天正10年

(1582）以降、氏邦は上野国沼田（群馬県沼田市）周辺に領土を拡げ、家臣猪俣邦憲が同

17年に名胡桃（なぐるみ）城（同県利根郡月夜野町）を奪取したことに端を発した豊臣秀

吉の小田原攻め（小田原征伐）により、同18年6月14日、前田利家･上杉景勝･本多忠勝・

真田昌幸ら3万5千余の大軍に攻められて落城、廃城となった。

氏邦は戦後、加賀国金沢にお預けとなり、慶長2年（1597）に死去した。現在城跡には

本丸・ニノ丸・三ノ丸の土塁や空濠がよく残り、深沢川をはさんで外郭がある。国史跡。

田山花袋の歌碑が建っている。 （下山治久） （『国史大辞典』）



宗瑞の居城だった韮山城は、秀吉軍力

氏規が見事な篭城戦を展開したという

攻めてきたとき､-氏政の弟（

堅固な城だったが、城主の氏照が小田原城に行って Iたこともあり.. 1日で落城してしまう
守

空
堀
、
士
塁
が
中
世
の
基
本

さ
て
、
最
盛
期
に
は
勢
力
が
関
東
一
円

に
広
が
っ
た
北
条
氏
の
最
前
線
の
城
跡
を

訪
ね
て
、
力
の
一
端
に
触
れ
て
み
よ
う
。

群
馬
県
庁
は
お
階
建
て
の
近
代
的
な

タ
ワ
ー
。
こ
の
巨
大
な
Ｅ
ル
が
建
つ
》
一
画

が
、
戦
国
時
代
に
は
城
で
あ
っ
た
と
は
誰

“

．

主

や

も
想
像
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
城
は
厩

ぱ
し橋
城
と
い
う
。
前
橋
と
い
う
地
名
は
こ
の

厩
橋
に
由
来
す
る
。

永
禄
３
（
１
５
６
０
）
年
以
降
、
上
杉
謙

信
が
関
東
侵
攻
の
拠
点
と
し
た
が
、
上

杉
・
武
田
・
北
条
領
国
の
境
目
と
し
て
重

要
な
位
置
を
占
め
、
常
に
そ
の
帰
属
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
武
田
氏
が
滅
亡
す
る

と
、
織
田
信
長
か
ら
関
八
州
の
警
固
を
命

じ
ら
れ
た
滝
川
一
益
は
厩
橋
城
に
入
り
、

支
配
を
展
開
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
こ
の

城
の
重
要
さ
が
知
れ
よ
う
。
最
後
は
北
条

の
支
城
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
城
と
聞
く
と
、
一
般
に
は
石

“

け

ん

ろ

う

垣
が
組
ま
れ
、
天
守
や
本
丸
な
ど
の
堅
牢

な
建
物
が
あ
る
史
跡
を
思
い
浮
か
べ
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
近
世
の
も
の

だ
。
東
国
で
は
中
世
の
城
に
は
天
守
は
な

く
、
石
垣
も
末
期
に
な
る
ま
で
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。

山
は
木
々
を
伐
採
し
て
見
通
し
を
よ
く

く
る
わ

し
、
平
坦
な
曲
輪
を
造
る
。
そ
の
周
り
は

北条氏が安房(千葉県南部>の里見氏とも下総国(千葉県北部>市川で戦づた国府台(こうあだい)合戦の錦絵
氏康足利義明､里見義弘などが描かれている(船橋市西図書館所蔵〉.； “ ･鰯･’ざ｡許・ 芋 ぷ : ｡鳥ター

北条
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厩
橋
城
か
ら
始
め
た
北
条
氏
最
前
線
の

城
巡
り
。
今
回
訪
ね
た
の
は
、
初
代
宗
瑞にら

が
築
城
し
、
終
生
居
城
と
し
た
伊
豆
の
韮

〆

散
策
し
な
が
ら
中
世
を
楽
し
む

と
い
う
の
が
基
本
的
な
中
世
城
郭
の
ス
タ

イ
ル
だ
。
簗
ゞ
凄
一
》
￥
》
坐
：
承
ゞ

一
Ｆ
Ｄ
一
“
〒
二
。

戦
国
の
世
か
ら
４
０
０
年
以
上
も
た
っ

た
現
在
で
は
、
城
は
樹
木
に
覆
わ
れ
、
あ

る
い
は
土
地
が
再
利
用
さ
れ
》
遺
構
が
姿

を
と
ど
め
て
い
な
い
も
の
も
多
い
。
じ
か

し
、
中
に
は
城
趾
公
園
や
歴
史
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
へ
発
掘
復
元
し
た
往
時
の
遺

構
を
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
ｐ
ゞ
：

斜
面
を
切
り
市

の
土
を
曲
輪
の

土
塁
を
築
く
。

1

畝を掘り残した畝堀､障子の桟のように升形に壁を残した障子堀も

ど、敵を寄せ付けないための空堀の構造がよく残った山中城 － ．

た
宗
瑞
が
、
相
模
の
有
力
武
士
団
の
三
浦

氏
を
滅
ぼ
し
た
新
井
城
と
三
崎
城
（
共
に

三
浦
市
）
。
そ
し
て
、
安
房
里
見
氏
へ
の
備

え
に
築
か
れ
た
水
軍
の
要
害
・
浦
賀
城
（
横

須
賀
市
）
。

北
関
東
で
は
厩
橋
城
と
並
び
、
軍
事
上

の
重
要
拠
点
だ
っ
た
沼
田
城
（
沼
田
市
）
ｐ

城
主
・
北
条
氏
繁
が
常
陸
の
佐
竹
氏
や
多

さ
か
さ
い

賀
谷
氏
と
対
時
し
た
逆
井
城
（
坂
東
市
）
。

四
代
氏
政
の
弟
で
築
城
の
名
手
、
氏
照
の

手
に
な
る
石
垣
造
り
の
八
王
子
城
の
９
城

で
あ
る
。

往
時
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る

の
は
、
韮
山
城
八
山
中
城
、
浦
賀
城
、
逆
井

北条氏の北関東進出拠点として築城された参‘調査に基づき､櫓門

橋､塀､主殿､二層櫓などが復元されている:鳶ゞ ： ：

城
、
八
王
子
城
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
中

で
も
山
中
城
は
、
発
掘
し
た
遺
構
を
保
全

し
公
園
と
し
て
い
る
の
で
、
曲
輪
の
配
置

う
ね
ぽ
り

が
よ
く
分
か
り
、
障
子
堀
や
畝
堀
な
ど
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
ｐ
西
の
曲
輪
か
ら
の

富
士
山
の
眺
望
が
抜
群
だ
。

や
ぐ
ら

逆
井
城
は
学
術
調
査
に
基
づ
き
、
櫓
、

土
塀
ｙ
櫓
門
へ
木
橋
な
ど
の
建
築
物
も
復

元
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
の
城
を
体
感
で
き

る
城
趾
公
園
だ
。

北
条
氏
五
代
の
末
期
に
築
か
れ
た
八

王
子
城
は
、
関
東
で
は
珍
し
く
石
垣
を
用

い
た
主
殿
・
会
所
跡
が
麓
に
あ
り
、
そ
の

言” 少

規
模
に
驚
か
さ
れ
る
ｐ
本
丸
は
山
頂
に
あ

り
、
天
気
が
よ
け
れ
ば
東
京
都
心
を
見
渡

せる。．、また、浦賀城、新井城は目立った

遺
構
は
な
い
が
、
海
の
眺
望
が
気
持
ち
よ

い
。
い
ず
れ
も
散
策
を
楽
し
み
な
が
ら
、

北
条
時
代
の
空
気
に
触
れ
ら
れ
る
場
所

ｒ
母
Ｏ
Ｌ

だ
。
《
↑
：
↑
〕
ゞ
｜
鷺
み
一
皐
ゞ
§
《
｝
灸
、
《
ゞ
雲

城跡に立つとも北条氏が敵

対していた里見氏の領地、

房総半島南部がよく見え

る蕊敵地から船が出ればす
了

ぐに分かる距離だ . . .Mf了‘ ゞ

Ｉ
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鉢形城の歴史
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

じさぅヵ､<あと

鉢形城跡は、戦国時代の代表的な城郭跡として、昭和7年に国指定史跡となりました。
易ら力､わ ‘j,ｳ､さわ力【わ 隠さ だんヵ､いせっぺき きず てんねん ょうがい

城の中心部は、荒川と深沢11 1に挟まれた断崖絶壁の上に築かれていて、天然の要害をな
ようしょう じょうしゅう しんしゆう のそ

しています。この地は､交通の要衝に当たり、上州や信州方面を望む重要な地点でした。
ふんめい 力‘んとうかん､い やまのうちうえすぎし かしんながろ力､げはる ちくじよう

鉢形城は、文日月8年(1476)関東管領であった山内上杉氏の家臣長尾景舂が築城した
らいき ごうそくふじたやす<に にゅうせい お だわら ほうじょううじやす

と伝えられています。後に、この地域の豪族藤田康邦に入婿した、小田原の北条氏康の
つじ〈に 言いひかくじ吟う き ぼ ほこ

四男氏邦が整備拡充し、現在の大きさとなりました。関東地方において有数の規模を誇
きよてん か い し芯の しんこう そな

る鉢形城は、北閨東支配の拠点として、さらに甲斐信濃からの侵攻への備えとして菫
にな

たまよど

g勝玉淀

るやかに流れる様を玉の色に見立てて、

名付けられた風光明媚な二勝地で式

;林

iもの国内･外国産の樹木を見ること
要な役割を担いました。
てんしよう とょとみひでよし さい ご風うしょうし しじよう

天正18年(1590)の豐臣秀吉による小田原攻めの際には、後北条氏の重要な支城と
まえだとしいえ うえすぎ力､け力､う ば<こくぐん ほうい

て、前田利家・上杉景勝等の北国軍に包囲され、攻防戦が展開されました。 1ヶ月余
ろうじょう いた じようへい じょめい かいじよう

におよぶ籠城の後、北条氏邦は、 6月14日に至り、城兵の助命を条件に開城しました
とくがわし いえやすはL1 か なるせまさか丁 <芒か ぺさたよし だぃ力､ん

開城後は、徳川氏の関東入国に伴い、家康配下の成瀬正一・日下部定好が代官となし
とうろ

この地を統治しました。百t

或

l 〃
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町指定天然記念物

鉢形城の桜･エドヒガン
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鉢形城復元地形模型

1/250スケールの迫力で
鉢形城の全貌を一望する

ことができま或
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町指定名勝四十八釜

深沢川の深淵に自然の摂理が生み出した奇景で式
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山野に自生する花木約210種が

植栽されており、四季折々の花

や紅葉を楽しむことができま式
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